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『アジアで勝つためにアメリカで勝つ』

今期はアメリカでのブランド戦略へ集中投資
成長のための取り組みを着実に実施
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１１.UBIC.UBICの事業領域についての事業領域について
――成長シナリオを脅かす法務トラブルから企業を防衛成長シナリオを脅かす法務トラブルから企業を防衛
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グローバルな法的リスクグローバルな法的リスク

グローバル社会において証拠開示を通じ正当性を示す場面が急増しており、支援を行う当
社の重要度も高まってきている

トヨタ問題、米議会の追及続く＝急加速で追加情報開示を要求－電子系統の調査不十分
3月6日10時49分配信時事通信

【ワシントン時事】トヨタ自動車をめぐる「意図しない急加速」問題で、米下院エネルギー・商業委員会は5日、急加速に絡
む事故データ記録の提出など追加の情報開示を要求する書簡を送付した。

トヨタ問題、米議会の追及続く＝急加速で追加情報開示を要求－電子系統の調査不十分
3月6日10時49分配信時事通信

【ワシントン時事】トヨタ自動車をめぐる「意図しない急加速」問題で、米下院エネルギー・商業委員会は5日、急加速に絡
む事故データ記録の提出など追加の情報開示を要求する書簡を送付した。

メキシコ湾原油流出事故、刑事責任も追及

【ワシントン＝本間圭一】米国のホルダー司法長官は、11日放映のCBSテレビの番組で、メキシコ湾・ルイジアナ州沖の
原油流出事故について、「我々は、刑事、民事両面で、記録を収集し、証人から事情を聞いているところだ」と述べ、刑事
責任を追及していることを明らかにした。米上院では、油田の一部権益を持つ米エネルギー企業のアナダルコや、三井
物産系の三井石油開発の責任者が今回事故を巡る公聴会への出席を求められており、状況によっては、BP以外の企
業にも責任を求める動きにつながる可能性がある。

メキシコ湾原油流出事故、刑事責任も追及

【ワシントン＝本間圭一】米国のホルダー司法長官は、11日放映のCBSテレビの番組で、メキシコ湾・ルイジアナ州沖の
原油流出事故について、「我々は、刑事、民事両面で、記録を収集し、証人から事情を聞いているところだ」と述べ、刑事
責任を追及していることを明らかにした。米上院では、油田の一部権益を持つ米エネルギー企業のアナダルコや、三井
物産系の三井石油開発の責任者が今回事故を巡る公聴会への出席を求められており、状況によっては、BP以外の企
業にも責任を求める動きにつながる可能性がある。

欧州委も自動車部品メーカーを調査－独禁法違反の疑い

2月25日（ブルームバーグ）：欧州連合（EU）の行政執行機関、欧州委員会は、自動車部品メーカーがEU競争法（独占禁
止法）に違反する価格操作を行った疑いがあるとして、米当局に続き調査に乗り出した。欧州委は米国など各国当局と
連携して調査を進めている。欧州委は、ワイヤーハーネスなど車両用配電部品の複数のメーカーに立ち入り調査したこ
とを明らかにした。

欧州委も自動車部品メーカーを調査－独禁法違反の疑い

2月25日（ブルームバーグ）：欧州連合（EU）の行政執行機関、欧州委員会は、自動車部品メーカーがEU競争法（独占禁
止法）に違反する価格操作を行った疑いがあるとして、米当局に続き調査に乗り出した。欧州委は米国など各国当局と
連携して調査を進めている。欧州委は、ワイヤーハーネスなど車両用配電部品の複数のメーカーに立ち入り調査したこ
とを明らかにした。
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膨大な書類

裏方表舞台

カルテル調査・カルテル調査・PLPL訴訟・知財訴訟等の対応の実際訴訟・知財訴訟等の対応の実際

「Armies of Expensive Lawyers, Replaced by Cheaper Software 」

2011年3月４日のニューヨーク・タイムズ記事抜粋：
現代の訴訟ではデータ量の増加や電子化によりハイテク技術が必要となっている。表舞台で活躍する弁護士の裏側で、
リーガルテクノロジーを活用してコスト削減や精度の向上に貢献している。

「Armies of Expensive Lawyers, Replaced by Cheaper Software 」

2011年3月４日のニューヨーク・タイムズ記事抜粋：
現代の訴訟ではデータ量の増加や電子化によりハイテク技術が必要となっている。表舞台で活躍する弁護士の裏側で、
リーガルテクノロジーを活用してコスト削減や精度の向上に貢献している。

最も費用、労力、時間の負担が
大きい作業
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米国訴訟の仕組み：ディスカバリ制度とは？米国訴訟の仕組み：ディスカバリ制度とは？

世界最大の訴訟社会アメリカ、この市場でグローバル展開を行う
アジア企業の成長をサポートするためにUBICは創業されました
世界最大の訴訟社会アメリカ、この市場でグローバル展開を行う
アジア企業の成長をサポートするためにUBICは創業されました

ディスカバリ ： 訴訟社会アメリカでは独自の法務的解決方法がありますディスカバリ ： 訴訟社会アメリカでは独自の法務的解決方法があります

原告 弁護士

特許その他の侵害を主張特許その他の侵害を主張

証拠電子データを開示

実験データ、報告書、
eメール etc…

被告 弁護士

特許その他の侵害を否定特許その他の侵害を否定

証拠電子データを開示

実験データ、報告書、
eメール etc…

法廷審理の前に
証拠データを相互開示

審理 和解

この作業が
“ディスカバリ”

この作業が
“ディスカバリ”

この作業の巧拙が
勝敗を分ける！

UBICはここで活躍

件数ベースで90％
以上が和解へ
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eeディスカバリにおける差別化とは？ディスカバリにおける差別化とは？

現代では、
ほとんどの資料、書類
を電子的に保管

たった1台のパソコン（メモリー20GB）に納められた
データをA4ペーパーに印刷すると・・・

⇒100階建てビルの高さに！

電子証拠の検索・調査には
高度のIT技術が不可欠
電子証拠の検索・調査には
高度のIT技術が不可欠

UBICの強み
ƶ 日本語はじめアジア言語に精通
ƶ 米国人業者では理解し難いビジネス慣習
ƶ 創業（2003年）以来のアジア企業
向け電子証拠解析ノウハウの蓄積
⇒ 「Lit i View」によってシステム化

UBICの強み
ƶ 日本語はじめアジア言語に精通
ƶ 米国人業者では理解し難いビジネス慣習
ƶ 創業（2003年）以来のアジア企業
向け電子証拠解析ノウハウの蓄積
⇒ 「Lit i View」によってシステム化

膨大な電子データの解析
⇒ 「効率」と「正確性」が勝負の鍵

膨大な電子データの解析
⇒ 「効率」と「正確性」が勝負の鍵
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最近のｅディスカバリ業界の動向最近のｅディスカバリ業界の動向

米Hewlett-Packard米Iron Mountain
デジタル資産事業部門

英Autonomy

2011年10月3日リリース
買収合意

103億ドル

買収

3億8,000万ドル

2011年5月16日リリース
買収合意

買収

米Clearwell 米Symantec

買収

3億9,000万ドル

2011年5月19日リリース
買収合意

米Stratify

買収

1億5,800万ドル

2007年10月31日リリース
買収合意

eディスカバリサービス・ツール販売

eディスカバリツール販売
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フォレンジック

ツール販売事業

1.8%

フォレンジックトレーニング事業 1.4% その他事業

0.9%

UBICUBICの事業構成の事業構成

コンピュータフォレンジック事業 95.9%

¸ コンピュータフォレンジック事業では、 2つのサービスを提供して
おります

①国際訴訟支援サービス 94.2%
（ディスカバリ（証拠開示）サービス）

②コンピュータフォレンジック調査サービス 1.7％

*2011年3月期の実績

UBICの主要事業はｅディスカバリ事業（国際訴訟支援サービス）。
主に米国市場で戦うアジア企業に《戦略予防法務》を提供しています

UBICの主要事業はｅディスカバリ事業（国際訴訟支援サービス）。
主に米国市場で戦うアジア企業に《戦略予防法務》を提供しています

その他事業

フォレンジックトレーニング事業

コンピュータフォレンジックツール販売事業

コンピュータフォレンジック調査サービス

ディスカバリ（証拠開示）支援サービス

旧名称及び区分

→

→

→

→

→ eディスカバリ事業
新名称及び新区分

その他事業

リーガル/コンプライアンスプロフェッショナルサービス事業
リーガル/コンプライアンスプロフェッショナルサービス事業
リーガル/コンプライアンスプロフェッショナルサービス事業

①国際訴訟支援サービス
（ディスカバリ（証拠開示）

サービス）

②コンピュータ
フォレンジック
調査サービス

米国・アジア市場への進出、及びディスカバリ（証拠開示）支援サービスが主力事業へ発展したことに伴い、より経営の実態に即した名称・
売上種類区分へ変更

※今期より、当社事業内容の名称を従来の「コンピュータフォレンジック関連事業」から「リーガルテクノロジー関連事業」に変更
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アメリカにおける訴訟プロセスの流れ：UBICは全プロセスで一貫してサポート

UBICUBICの事業の事業：：11 ｅディスカバリ事業：ｅディスカバリサービスｅディスカバリ事業：ｅディスカバリサービス

グループ事業の根幹

¸ 主に米国市場で訴訟リスクを抱えるアジア企業をフォレンジック技術でトータルにサポート

訴訟の“勝ち負け”を左右する作業、きわめて高度のIT技術、現場経験が必須

最終開示作業

プロダクション

コンサルティング
開始

訴訟の勃発

証拠閲覧サービス、
オンライン証拠
閲覧ホスティング
サービス、翻訳

証拠閲覧

サーバー、PCから
データをコピー

証拠保全

キーワードなど
電子証拠の検索

プロセス

米国における国際訴訟費用のラフな内訳
（当社調査による）

純粋な弁護士費用

60%

証拠閲覧なども含む
ｅディスカバリ費用

40%
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身内を疑うなど
まかりならん！

予防こそ最大の
リスク管理

内部統制の
重要性

個人情報の
重要性認識

情報流出の
恐怖

etc・・・・

UBICUBICの事業の事業：：22 リーガル／コンプライアンスプロフェッショナル事業：リーガル／コンプライアンスプロフェッショナル事業：

フォレンジックサービス ～不正調査・情報流出調査におけるコンピュータフォレンジック～

UBICによる不正調査業務のフロー

調査結果
報告

PC調査
依頼

報告書作成証拠保全 解析

高度なITスキルを駆使
¸ 企業内部で発生する様々な問題を、ハイレベルの調査能力とハイテク解析技術で解決

調査内容インタビュー
調査内容の詳細なヒアリング
最適効率の調査方針を決定

調査内容インタビュー
調査内容の詳細なヒアリング
最適効率の調査方針を決定

企業としての本音企業としての本音
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UBICのフォレンジックラボ

日本企業で唯一の電子証拠開示（eディスカバリ）作業を一貫して行うデータ処理センター
専門家集団により、在米ベンダーを大きく凌ぐスピードとクオリティを提供

データ処理センターデータ処理センター

不正調査
エリア

顧客企業からの
電子データ提供

証拠提出
証拠保全
・管理

証拠抽出
・処理

一連の作業工程の中で外部へのネットワーク接続は一切無し、
データのコンタミネーション（汚染）防御
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電子証拠開示支援システム「電子証拠開示支援システム「Lit i ViewLit i View」の開発」の開発

日本発のリーガルハイテクノロジー企業の先駈けとして蓄積したノウハウ
⇒新開発のソフトウェアに結集

日本発のリーガルハイテクノロジー企業の先駈けとして蓄積したノウハウ
⇒新開発のソフトウェアに結集

グループ
ウェア

ファイル
サーバー

文章管理
メール
サーバー

日本語、アジア言語に特化
創業以来のノウハウを結集しディスカバリに必要な500ステップを組み込んだ画期的な戦略商品

日本語、アジア言語に特化
創業以来のノウハウを結集しディスカバリに必要な500ステップを組み込んだ画期的な戦略商品

Lit i View

訴訟(e-Discovery)対応訴訟(e-Discovery)対応

情報資産管理情報資産管理

データ保全・収集
Preservation / Collection

¸ 解析（検索） Analysis
¸ 閲覧 Review
¸ 提出 Production

PC端末
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警察・司法関係部署2000年代に入って頻発する企業不正の刑事事件

ライブドア
事件

村上ファンド
事件

加ト吉
循環取引

カネボウ
粉飾決算

FOI粉飾、
上場廃止

振興銀行
事件

主な販売パートナー
Access Data社
ICS社
Digital Intelligence社

主に官公庁向けに販売
国際訴訟支援サービス、
不正調査セグメントでも活用

米国向けの製品
を日本向けに実
用するために絶え
間ない工夫と改良

米国向けの製品
を日本向けに実
用するために絶え
間ない工夫と改良

「Lit i View」
の開発へ！

「Lit i View」
の開発へ！

UBICUBICの事業の事業：：22 リーガル／コンプライアンスプロフェッショナル事業：リーガル／コンプライアンスプロフェッショナル事業：

フォレンジックツール販売、トレーニングﾞ事業など

グループの創業事業

¸ フォレンジック先進国アメリカから調査ソフトを輸入販売、官公庁への納入実績が信頼の証

and more・・・・

事件摘発、
捜査のために

高度なフォレンジックツール
が必要に

その他：
トレーニング等

その他：
トレーニング等

1. フォレンジック調査士育成
トレーニングコース

2. UBIC公認フォレンジック
調査士資格認定コース

3. フォレンジックツール保守
4. コンサルティングサービス

1. フォレンジック調査士育成
トレーニングコース

2. UBIC公認フォレンジック
調査士資格認定コース

3. フォレンジックツール保守
4. コンサルティングサービス
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企業価値の
向上

企業価値の
向上

市場からの
高評価

市場からの
高評価高いIR効果高いIR効果ダウンサイド

リスクの低減

ダウンサイド
リスクの低減

《《戦略予防法務》とは？戦略予防法務》とは？ 日本とは桁外れの訴訟大国アメリカ日本とは桁外れの訴訟大国アメリカ
グローバル化する企業にとってのグローバル化する企業にとっての““成長リスク成長リスク””は？は？
－－「技術」や「マーケティング」に留まらない！「技術」や「マーケティング」に留まらない！

トヨタに何が起
こったのか

企業の成長要因を阻害する法的リスクを予防・
低減することにより安定的な成長を促進！

⇒これが≪戦略予防法務≫！

企業の成長要因を阻害する法的リスクを予防・
低減することにより安定的な成長を促進！

⇒これが≪戦略予防法務≫！

ソニーに何が起
こったのか

企業を取り巻く法的リスクの増大

国際的特許訴訟の増加国際的特許訴訟の増加
事故等による製造安全に
係る訴訟の増加、

独禁法等の調査の増加

事故等による製造安全に
係る訴訟の増加、

独禁法等の調査の増加

インターネット犯罪の増加インターネット犯罪の増加 個人情報の流出や
不正使用の増加

個人情報の流出や
不正使用の増加

ダメージコントロール＋事前対応及び成長戦略支援ダメージコントロール＋事前対応及び成長戦略支援

企業価値の向上へ企業価値の向上へ

ダメージコントロールによりダウンサイドリスク
を低減し、過度に掛かるダメージを防ぎます

ダメージコントロールによりダウンサイドリスク
を低減し、過度に掛かるダメージを防ぎます

ダメージコントロールダメージコントロール

時間
Upside Growth

Downside Risk

売上高売上高

利益率利益率

市場シェア市場シェア

不正不正

訴訟訴訟

ダメージ
コントロール
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２２. 2012. 2012年年33月期月期 第２四半期第２四半期決算概要決算概要
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2012/3期2011/3期

今第今第２２四半期の業績四半期の業績 ――eeディスカバリ事業による順調な売上ディスカバリ事業による順調な売上
（百万円）

売上高

営業利益

¸ 2011年3月期下半期から国際的行政調査による大型案件が増加し、大幅に飛躍。継続した啓発
活動が実を結ぶ。自社開発システムによる技術力とニーズに対応したサービスが評価

¸ 今第1四半期・第2四半期は前期の好調を引き継ぎ、カルテル関連の大型案件を受注
¸ 今第2四半期では主要事業であるｅディスカバリ事業の新規案件も急増

¸ 増収に加えて、「Lit i View」の本格稼働で作業効率が向上、収益力が大幅に拡大

営業利益 経常利益

2012/3期2011/3期

（百万円）
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業績の歩み：まとめ業績の歩み：まとめ

業績は2011年3月期下半期から急回復、
安定収益基調へ回帰

業績は2011年3月期下半期から急回復、
安定収益基調へ回帰

利益急増をテコにして、成長への投資を本格化利益急増をテコにして、成長への投資を本格化

主戦場の米国市場でのブランド強化に向けて、
2011年に勝負をかける

主戦場の米国市場でのブランド強化に向けて、
2011年に勝負をかける
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20112011年年33月期の業績月期の業績回復に伴い復配回復に伴い復配

10.2％

－

－

2.4％

配当性向
１株当たりの配当金／年

（うち記念配当）
配当金総額（年間） 純資産配当率

2011年3月期 15円
（－）

1,900万円 2.8％

2010年3月期 －

（－）
－ －

2009年3月期 －

（－）
－ －

2008年3月期 6円
（2円）

600万円 1.2

配当状況

¸ 国際的行政調査が急増する中、調査対象の範囲も広がり日本企業を中心にｅディスカバリ案
件受注獲得に至ったことで、業績が大幅に上回る結果となった。

¸ 2012年3月期の期末配当金として、1株当たり25円の予定 （10月1日に株式分割を実施）

¸ 株主に対する利益還元は、当社グループ経営の重要課題のひとつと位置付けた上で、財務
体質の強化と積極的な事業展開と経営基盤の強化に必要な内部留保の充実に努めつつ、
業績に応じた配当を継続的に行う事を基本方針としております。

配当政策

※2011年10月1日に1株→2株へ株式分割実施後の数値に修正しております。
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３３..米国市場における米国市場におけるUBICUBIC知名度向上のための活動知名度向上のための活動
――「「アドバイザリーボードと法律事務所カバレッジ効果アドバイザリーボードと法律事務所カバレッジ効果」」
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ｅディスカバリサービスの疑問ｅディスカバリサービスの疑問
一件当たりの受注額はこうして決まる！一件当たりの受注額はこうして決まる！

① 証拠開示の対象となるデータの量が決定

Client PC 紙文書

② 実施する工程が決定 (数字は全体の受注額に占める割合）

③ 受注する工程が決定

データ容量
で課金

保全データの容量
で課金

サーバー、PCから
データをコピー

サーバー、PCから
データをコピー

キーワードなど
電子証拠の検索

キーワードなど
電子証拠の検索

オンライン証拠閲覧
ホスティングサービス

オンライン証拠閲覧
ホスティングサービス 最終開示作業最終開示作業レビューアーによる証

拠閲覧サービス

レビューアーによる証
拠閲覧サービス

処理データの容量
で課金

人工（にんく）
による課金

ファイル数にて課金

1～5日

* 但し、最終的に実施するかどうかは、各工程の直前に最終決定。

USB

証拠保全 プロセス プロダクション証拠閲覧

5% 30% 10% 50% 5%

10～30日 1か月～5年 1か月～1年 1～5日

UBICの受注額が決定UBICの受注額が決定
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UBICより3～6ヵ月前に 弁護士より情報入手・受注

在米子会社在米子会社米国法律務所米国法律務所 日本本社日本本社

営業活動
唯一の
情報源

法律事務所の取引先ベンダーに見積もり

USディスカバリ支援企業

USベンダーより3～6ヵ月後に企業
から情報入手

3か月～6カ月遅れ 訴訟に
発展しそう・・・

米国
弁護士

既に決定済みのベンダー選定を覆
さなければならない場合もある。

相談・
代理人依頼

②

③ ④

⑤

①

⑥

USディスカバリ
支援企業

ディスカバリベンダー選定におけるアジアでの状況ディスカバリベンダー選定におけるアジアでの状況
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＜改善ポイント＞

クライアント
（日・アジア系企業）

クライアント
国内本社

米国法律
事務所

クライアント
在米子会社

3つの関係者のうち、
大手法律事務所が
ベンダー選定に

最大の影響力を持つ

－訴訟案件獲得の3つの要－

米国活動の問題点と改善ポイント米国活動の問題点と改善ポイント

＜問題点＞
・案件が発生しても入札にすら入れない。
・決定権のある弁護士と関係が薄く、価格競争となる。

・アドバイザーからの紹介で決定権の大きなパートナー弁護士に直接または間接的にリーチ。
アドバイザーと役員、営業・マーケティングにより継続したフォローアップを続け関係を深める。

・法律事務所の最小単位は法律事務所でなく、パートナー単位のケースチーム。
優秀な経験者を採用。

・オペレーションチームを常駐させられる体制づくりにより、サービス力を強化
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以前から関係良好 Key Personとのコンタクト有

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

法律事務所数

カバー率（数） （％）

アドバイザリーボードメンバーの活動によるアドバイザリーボードメンバーの活動による効果と進捗効果と進捗

• カバレッジ（2011年8月以降の活動結果）

• 弁護士事務所ごとのメンテ進捗
Key Personと
のコンタクト

Key Personとの
MTG

Follow Up 
MTG

Joint 
Marketing実施

弁護士事務所数 50 20 9 9

フォロー進捗率 100% 40% 18% 18%

米国法曹界のコネクションを持つ
UNAアドバイザリーボードメンバー
を介したコンタクトにより、

カバー率は５倍増コンタクト数

40増
グローバルな訴訟を手がける法律事務所
AMLAW250を対象

*AMLAW 250とは、米国著名法律事務所250 所のこと。
（American Law Firm Top 250）
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米国でのブランド向上を目指し、米国活動の強化米国でのブランド向上を目指し、米国活動の強化

2011年8月に、米国で２拠点目、東海岸に米国子会社の支店開設
行政調査のために米国大手法律事務所が集結しているワシントンD.C.に拠点を置くことで、

アジア企業および米国弁護士双方への円滑かつ迅速なサポート

¸会 社 名 UBIC North America, Inc. Washington D.C. Branch Office

¸所 在 地 12020 Sunrise Valley Drive Suite 100, Reston VIRGINIA 20191 USA

¸支店開設日 2011年8月1日

2011年8月に、米国で２拠点目、東海岸に米国子会社の支店開設
行政調査のために米国大手法律事務所が集結しているワシントンD.C.に拠点を置くことで、

アジア企業および米国弁護士双方への円滑かつ迅速なサポート

¸会 社 名 UBIC North America, Inc. Washington D.C. Branch Office

¸所 在 地 12020 Sunrise Valley Drive Suite 100, Reston VIRGINIA 20191 USA

¸支店開設日 2011年8月1日

○ 2007年12月カリフォルニアに米国子会社を設立後、米国では２箇所目

○ 米国政府機関やAMLAW 250 の法律事務所が集まる中心地 ワシントンD.C に開設
*AMLAW 250とは、米国著名法律事務所250 所のこと。（American Law Firm Top 250）
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米国でのブランド向上を目指し、米国でのブランド向上を目指し、
20112011年年1111月アドバイザリーボードに新メンバー参加月アドバイザリーボードに新メンバー参加

米国のIT産業界において豊富な経験を有する

元Gartner社のリサーチ部門Vice President ジョン・ベース氏を迎える
（John Bace）

¸ジョン・ベース氏は、ITアドバイザリー企業である

Gartner社のVice Presidentとして、14年間リスク・

マネジメント・リサーチ・コミュニティーを牽引し、

Gartnerエグゼクティブプログラム（EXP）の研究・

情報資産部門（Research & Knowledge Assets）のディレクター、そしてChief Information 
Officersとしてサービスを提供されてきました。

米国のIT産業界において豊富な経験を有する

元Gartner社のリサーチ部門Vice President ジョン・ベース氏を迎える
（John Bace）

¸ジョン・ベース氏は、ITアドバイザリー企業である

Gartner社のVice Presidentとして、14年間リスク・

マネジメント・リサーチ・コミュニティーを牽引し、

Gartnerエグゼクティブプログラム（EXP）の研究・

情報資産部門（Research & Knowledge Assets）のディレクター、そしてChief Information 
Officersとしてサービスを提供されてきました。

ジョン・ベース氏の参画により市場ニーズの汲み取り及び、業界実力者との交流を
加速することが可能となった
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４４.. 20122012年年33月期月期 業績予想業績予想
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通期業績予想の上方修正通期業績予想の上方修正

（百万円、％）

-31.4 72966.7 500300純利益

-14.0 1,01242.6 870610経常利益

-13.5 1,06348.4 920620営業利益

33.1 2,70420.0 3,6003,000売上高

前期比
（修正後）

2011/3期
実績値

修正による
増減率

今回修正
(11/11）

前回予想
（5/11発表）

足元の業績好調の持続
¸ ―アジア企業に絡む国際的行政調査に関わる案件が引き続き増加。5月時点での予想数値と、半期実
績数値とのアンバランスを調整。

敢えて「減益予想」を貫く
¸ ―大幅増収の一方で、主戦場であるアメリカで勝つための積極投資を継続、厳しい減益予想を貫く

予想の難しさを認識
¸ ―広大な米国訴訟マーケットにおけるシェア獲得努力の途上、現ステージでは依然として売上が大きく
ブレやすい
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アジア企業が絡む
む訴訟マーケット

アジア企業が絡む
む訴訟マーケット

業績予想におけるスタンス業績予想におけるスタンス

業績
予想

¸ 巨大な米マーケットのごく一部だけを受注
¸ 確実性と合理性を持った予想が困難

アメリカ

アジア企業
本社

日本及びアジア

現状打破の
施策

これらが奏功
すれば・・・

アメリカ

この部分は

徐々に低下

アジア企業
本社

日本及びアジア

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
一
定
の

シ
ェ
ア
確
保

¸ 巨大な米マーケットから一定水準の受注を獲得
¸ 確実性と合理性を持った予想が可能に

現状 在るべき未来

様変わりの受注額

本社から
の受注

本社から
の受注

米に諮問委員
会設立

米に諮問委員
会設立

ガートナー社
格付けに
働きかけ

ガートナー社
格付けに
働きかけ

米国で2拠点
展開

米国で2拠点
展開

フィードバックと

相談

大手法
律事務
所が推
奨する米
系ベン
ダー

ほとんどの
部分を大手
法律事務所
が推奨する
米系ベンダー
が独占

大手法律事務所が推奨する
米系ベンダーの取りこぼし
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５５.. 成長のための取り組み成長のための取り組み
――「アジアで勝つためにアメリカで勝つ」「アジアで勝つためにアメリカで勝つ」
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20122012年年33期大型投資の概要期大型投資の概要

新たなるサービス形態となるデータセンター
（リーガルクラウド）構築のための設備投資
2011年10月より、「UBICリーガルクラウドサービス」開始

新たなるサービス形態となるデータセンター
（リーガルクラウド）構築のための設備投資
2011年10月より、「UBICリーガルクラウドサービス」開始

HardwareHardware

人工知能研究成果を活用した機能追加をはじめと
する電子証拠開示支援システム「Lit i View」の更
なる機能向上による販売促進と効率化の向上

人工知能研究成果を活用した機能追加をはじめと
する電子証拠開示支援システム「Lit i View」の更
なる機能向上による販売促進と効率化の向上

SoftwareSoftware

グローバルなマーケティング、ビジネス開拓を
米国で強化するための優秀な人員を確保

グローバルなマーケティング、ビジネス開拓を
米国で強化するための優秀な人員を確保

HumanHuman
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成長のための取り組み：事業資金成長のための取り組み：事業資金

2011年9月27日付けで、株式会社三菱東京UFJ 銀行をアレンジャー兼エージェント
とする、総額７億円のシンジケート方式による実行可能期間付タームローン契約を
締結

● 目的 -- 今期の設備投資資金に充当するため

● 効果 -- 長期安定的な資金を確保。
実行可能期間中の確実且つ機動的な資金調達が可能

● 期間 -- 平成23年9月30日より5年間 （実行可能期間1年を含む）

■シンジケートローン契約締結

株式の流動性を高め、より投資しやすい環境を整えることで、投資家層の拡大を図
るため株式分割を実施

■株式分割を実施（2011年10月1日効力発生日）
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米国でのブランド向上で拡大するアジア地域のサービス強化米国でのブランド向上で拡大するアジア地域のサービス強化

2009年の香港・韓国に続き、2011年11月より台湾に拠点を設置

当社子会社を設立 － グローバルに活動している台湾に拠点を置く日本企業や
ローカル企業など、アジア企業を中心に現地でサポート

¸商 号 優比克有限公司 （UBIC Taiwan, Inc.）

¸代 表 者 代表取締役社長 池上 成朝

¸所 在 地 Rm. B, 8F.-1, No.80, Zhouzi St., Neihu Dist., Taipei City 114, 

Taiwan, R.O.C. 

¸主な事業内容 リーガルテクノロジー関連事業

¸資 本 金 5,000万円 （UBIC 100％）

2009年の香港・韓国に続き、2011年11月より台湾に拠点を設置

当社子会社を設立 － グローバルに活動している台湾に拠点を置く日本企業や
ローカル企業など、アジア企業を中心に現地でサポート

¸商 号 優比克有限公司 （UBIC Taiwan, Inc.）

¸代 表 者 代表取締役社長 池上 成朝

¸所 在 地 Rm. B, 8F.-1, No.80, Zhouzi St., Neihu Dist., Taipei City 114, 

Taiwan, R.O.C. 

¸主な事業内容 リーガルテクノロジー関連事業

¸資 本 金 5,000万円 （UBIC 100％）

2011年7月28日（木）台湾にて、台湾のAsia Pacific Intellectual Property Association と共催セミナーを開催
『Challenges of eDiscovery for Taiwan Corporations』

●100名余りが参加。現地大手経済紙である「経済日報」に本セミナーの記事も掲載。




